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架け橋プログラム 連携状況調査票

自由記述
自由記述

参観を通して、新たに発見したことや良かった点はありましたか。（任意）
参観実施に関する課題があれば教えてください。（任意）

公開授業や公開保育の情報のやりとりをしましたか？（必須）

自由記述

した・していない・今後する予定

連携を進める中で困っていることはありますか？（任意）

自由記述参観実施に関する課題を解決するために、来年度、校区でどのような
手だてが必要だと考えますか。（任意）
今年度、幼保こ小の教職員が気軽に話し合える機会
（会議への参加・顔合わせ）等はありましたか（必須）

あった・なかった

行った・行っていない学校園を訪問し、学校行事（運動会等）や授業保育を参観しましたか。（必須）

参観等に行ったのは、小学校ですか？（任意）
就学前教育保育施設(公立園：幼稚園・保育園（所）こども園・支援センター/私立
園）ですか。

小学校のみ
就学前教育保育施設（公立園）のみ
就学前教育保育施設（私立園）のみ

公立園と私立園両方
小学校と就学前教育保育施設両方

何回行きましたか

具体的な内容を教えてください。（任意）
（例 運動会、2年生の生活科の授業、朝の遊び、お店やさんごっこ）

小学校のみ/公立園のみ/私立園のみと答えた人
→1回から10回を選択
公立園と私立園両方/小学校と就学前教育保育施設両方
→記述式（例：小学校2回、公立園1回、私立園1回）（任意）
自由記述

会議等でどのような話し合いをしましたか（任意） 自由記述

中学校区ブロックを選んでください（必須）

学校園名または施設名を記入ください（必須）

縄手・孔舎衙・枚岡・石切・縄手北・盾津・玉川・英田
花園・盾津東・若江・長栄・新喜多・金岡・上小阪・楠根

意岐部・小阪・高井田・長瀬・弥刀・柏田・布施
義務教育学校池島学園・義務教育学校くすは縄手南校
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架け橋プロ グラム事業実施にあたっての体制作り （ 案）  

＜組織図・体制図＞令和 8 年度イメージ図 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局会議 

学校教育部 学校教育推進室 教務学力向上担当 

幼稚園こども園担当 

みらい教育室 

子どもすこやか部 保育室保育課・子育て支援室 

東大阪市骨子例（ 案）をもとに校区版作成の進捗状況の集約・支援 

ワーキング会議（ 子ども子育て会議幼保連携検討部会委員） 

各連絡会や会議体の集約への意見や支援、令和８年度以降の体制作り  

窓口連携推進会議（ 校区会議）  

（ 例：管理職・主幹保育教諭・４・５歳担任、１・２年担

任等）  

・幼保こ小連携担当者が集まり 実施、検証 

・中学校区ごとに窓口校が開催 

・子ども理解、子ども同士の交流、先生間の情報 

交流、合同職員研修等の年間交流計画の作

成、実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼保こ小架け橋担当者連絡会 

（ 全校区連絡会） 

（ 例：5 歳担任または主任教諭、主幹保育

教諭・1 年担任または１年学年主任、人

権担当・学力担当等） 

・幼保こ小連携担当者が集まり 実施 

・中学校区ごとの取組や市内全域の進捗 

状況等の情報交流 

・好事例の共有  

幼保こ小連携担当者研修・管理職研修 

・有識者などによる研修 

【 幼保こ小連携担当者】 各学校園に 1 人 

窓口連携推進会議・幼保こ小担当者連絡会の出席や会議の内容を自校園で共有を図る 
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モデル地域 

英田  中学校区 

令和８年度の実践、検証、発信 

英田北小学校・英田南小学校 

英田幼稚園・花園幼稚園・花園こども園 

くすのきこども園・くすのきめぐみこども園 

すずな保育園・しまのうちこども園 

春日保育園・アーバンチャイルドこども園 
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令和８年度 幼保こ小架け橋担当者連絡会について 

（小学校・前期課程 5 1 校・幼保こ 9 ５園の代表者･･･1 4 ６人） 

 

第１回 架け橋プロ グラムを設定するにあたって 

ねらい 

・架け橋プロ グラム骨子例の概要を知る。 

・架け橋担当者の役割について知り 、校区における担当者間でコミ ュニケーションを図る。 

日時：令和８年４月下旬         場所：東大阪市教育センター 

内容 

  ・自己紹介（ グループ内）  

・東大阪市骨子例（ 案） について  

・架け橋プロ グラムの進め方について 

・年間計画について 

 

第２回 授業・保育参観の進め方について（ オンデマンド配信）  

ねらい 

  ・保育や授業を見るポイントを知り 、接続を意識して参観に臨む。 

日時：令和８年                場所：東大阪市教育センター 

内容： 

・保育を見るポイント  

・授業を見るポイント  

・参観シートについて 

・連携の好事例について 

 

第３回 事例発表と次年度の取組について 

ねらい 

  ・1 年を振り 返って成果と課題を整理し、次年度に向けての見通しをもつ。 

日時：令和 9 年 1 月下旬から 2 月上旬       場所：東大阪市教育センター 

内容：モデル校の事例発表と次年度に向けて 

 

幼小接続研修 

ねらい 

・架け橋プロ グラムについての理解を深める。 

日時：令和８年６月           場所：東大阪市教育センター 

内容：講義とグループワーク 

講師：未定  （ 大学の先生を招いて、架け橋プロ グラムの講義）  
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🔹縄 手 中 学 校 区

🔹枚 岡 中 学 校 区

🔹石 切 中 学 校 区

🔹縄 手 北 中 学 校 区

🔹孔 舎 衙 中 学 校 区

🔹盾 津 中 学 校 区

🔹玉 川 中 学 校 区

🔹英 田 中 学 校 区

🔹花 園 中 学 校 区

🔹盾 津 東 中 学 校 区

🔹若 江 中 学 校 区

🔹長 栄 中 学 校 区

🔹新 喜 多 中 学 校 区

🔹金 岡 中 学 校 区

🔹上 小 阪 中 学 校 区

🔹楠 根 中 学 校 区

🔹意 岐 部 中 学 校 区

🔹高 井 田 中 学 校 区

🔹小 阪 中 学 校 区

🔹長 瀬 中 学 校 区

🔹弥 刀 中 学 校 区

🔹柏 田 中 学 校 区

🔹布 施 中 学 校 区

🔹 池 島 学 園 校 区

🔹 く す は 縄 手 南 校 区

🔹なにご と も 　 のびのびと 　 はっ し ん　 なかま と と も に

🔹「 自ら 学ぶ子ど も 」 「 人の気持ちがわかる 子ど も 」 「 最後ま でやり き る 子ど も 」 　

🔹つながり を 大切に、 自分を 高めよ う と する 子

🔹ひと も 自分も 大切にする 子

🔹育て！あ かだっ 子！　 ～自立・ 共生を めざ し て～　 あ いさ つする 子 ・  かんがえる 子 ・  だめと いえる 子

🔹あ き ら めない子・ 思いを 表現でき る 子・ 自分も 仲間も 大切にでき る 子

🔹自分大好き ！友だち大好き ！みんなで考え、 やり ぬく 子！

🔹自分大好き 、 仲間大好き 、 く さ か大好き 、 みんな大切

🔹つながり を 大切にする 子　 ～と も に成長し 、 行動でき る 子～

🔹みんなでつながろ う ！自分大好き 　 友だち大好き 　 地域大好き

🔹自分の夢・ 生き 方を 創り つづける 子

🔹自ら の力で夢を つかみ取る 子ど も

🔹考える 　 伝える 　 つながる 子

🔹自分に誇り を 持ち未来を 切り 拓く 子ど も

🔹〇自分を 認め、 人を 認めら れる 子ど も 　 　 〇夢を 持ち、 目標に向かっ て自ら 学び続ける 子ど も 　 　 〇正し く 判断し 、 自ら 考え行動でき る 子ど も

🔹ちがいを 認め合い、 豊かな人間関係を と も に築き あ げる 子ど も

🔹かんど う   し んけん  だいすき 　 ～学びを 通し てつながり 、 輝く 未来を き り ひら く 子～

🔹たく ま し く 生き る 子

🔹M　 I　 T　 O　 　 自ら 学び　 共に学ぶ　 みと っ こ 　 　 ～　 自信へ　 ～

東大阪市学校教育基本目標

すべての子ど も に生き る 喜びと あ すを つく る 力を

🔹自ら の生き 方を つく る 子　 　 なかま と 学びあ える 　 　 夢を えがける 　 　 「 おかし い！」 と 言える

🔹「 自ら 学び、 創造する 子」 「 自分や友だちの良さ を 認め、 つながり を 大切にする 子」 「 こ こ ろ と から だの健康を 大切にする 子」

🔹互いに認め合い、 高め合い、 共に深く 学ぼう 　 ～９ 年間の学びを 通し て～

🔹わになっ て　 かんがえぬいて　 たく ま し く 　 ま えにすすむ子ど も 　 ～先のこ と を 見通し 、 自分で判断でき る 子ど も ～

中学校区 めざ す子ど も 像

「 めざ す子ど も 像」 一覧表

🔹つながる 子ど も 　 ●自分も 友だちも だいじ にする 　 ●ちがいを 認め合う 　 ●自ら 考え　 と も にチャ レ ン ジする

🔹意欲と 自信を も っ て、 自ら 学ぶ子ど も 　 ～地域で育ち、 地域を 愛し 、 社会で活躍する 子ど も ～
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